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３月定例会

令和３年　第１回

３月定例会
３月５日～９日

条例改正、補正予算、令和３年度当初予算など提案された
21件全てを可決しました。また、追加提案された議案２件
についても可決しました。

令和３年度当初予算は74億円超

簡易水道事業会計

会　　計　　名 ３年度 ２年度 比　較

一般会計 7,412,895 6,279,171 1,133,724

特
別
会
計

国民健康保険 1,106,207 1,106,177 30
住宅新築資金等貸付 224 224 0
介護保険 874,264 840,392 33,872
公共下水道事業 657,584 721,660 △ 64,076
後期高齢者医療 132,611 131,602 1,009

予算区分 内　容 予算額

収益的収入 水道料金、加入金等 41,295
収益的支出 施設の維持管理や事業の運営に係る経費 40,969
資本的収入 建設費用の財源（国・県補助金、企業債等） 3,700
資本的支出 施設の建設費用、企業債償還金等 5,935

　令和３年度の当初予算は、少子高齢化の進行による社会保障費の増加や学校給食センター新築工事及
び嘉島町総合計画に掲げられた施策を着実に執行するため、74億1,289万５千円が計上された。（前年比
18.1％、11億3,372万４千円の増）
　歳入の内訳は、町税や繰入金等の自主財源が45.5％、地方交付税、国・県支出金、町債等の依存財源
が54.5％の構成となり、歳出の性質別では、人件費、扶助費、公債費等の義務的経費が40.7％、物件
費、補助費、維持補修費等の経常的経費が18.5％、普通建設事業費、災害復旧事業費等の投資的経費が
27.7％、繰出金、積立金、予備費等が13.1％となった。

◎給食センター建設事業費………………10億2,566万２千円
◎道路橋りょう新設改良事業費………… ２億6,946万５千円
◎東部台地土地区画整理事業費………… １億6,920万５千円　など

　簡易水道事業は、令和３年度から地方公営企業法（財務規定等）を適用しており、民間企業同様に、
複式簿記による会計処理を行います。

（単位：千円）

（単位：千円）

※資本的収支の不足額は、令和２年度簡易水道事業特別会計からの引継金で補填します。

主な
事業費予　算　額

１. 歳入財源内訳 ２. 歳出性質別内訳

自主財源
   （45.5％）

町　税
1,746,708
　　　　千円
     　  （23.6％）

義務的経費
3,017,647千円
     　  （40.7％）

経常的経費
1,368,238千円
     　  （18.5％）

投資的経費
2,057,499千円
     　  （27.7％）

人権費
729,471千円
     　  （9.8％）

普通建設事業費
2,052,987千円
     　  （27.6％）
災害復旧費
　4,512千円
     　  （0.1％）

扶助費
1,442,176千円
     　  （19.5％）

公債費
846,000千円
      （11.4％）

物件費　　 764,337 千円（10.3％）
維持補修費　65,712 千円（0.9％）
補助費等　 538,189 千円（7.3％）

分担金及び負担金　65,481 千円（0.9％）
使用料及び手数料　54,017 千円（0.7％）
財産収入　3,308 千円（ー）
繰越金　 50,000 千円（0.7％）
諸収入  288,653 千円（3.9％）
寄附金  288,000 千円（3.9％）

積立金　　367,382 千円（5.0％）
投資及び出資金　2,910 千円（ー）
繰出金　　564,566 千円（7.6％）
予備費　　  34,653 千円（0.5％）

地方譲与税　　　　　38,643 千円（0.5%）
利子割交付金 　   　　　460 千円（ー）
配当割交付金　　　     1,818 千円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金　2,748 千円（0.1%）
法人事業税交付金      10,000 千円（0.1%）
地方消費税交付金　 195,624 千円（2.6%）
環境性能割交付金　     2,500 千円（ー）
地方特例交付金　　　17,144 千円（0.2%）
交通安全対策特別交付金　2,052 千円（ー）

国　県支出金
1,726,055千円
     　  （23.3％）

繰入金
872,759
　 千円

（11.8％）

地　方
交付税

858,682
　   千円

　 （11.6％）

　町　債
1,188,243千円

　 （16.0％）

依存財源
   （54.5％）

7,412,895千円
予　算　額

7,412,895千円

令和３年度当初予算（一般会計・特別会計）

公営企業会計
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議案審議　可決した案件
○嘉島町議会議員及び嘉島町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について
　・公職選挙法の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、町の選挙における選挙公営の対象を拡大し、立
　　候補に係る環境の改善を図るため、本条例を制定するもの。
○職員の分限の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・地方公務員法に基づき、職員の分限処分の適正化をはかるため、本条例を制定するもの。

○嘉島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
　・新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正に伴い、本条例を制定するもの。

○嘉島町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
　・令和３年度から令和５年度までの保険料を定めるため、及び新型インフルエンザ対策特別措置法の一部が
　　改正されたことに伴い、本条例を制定するもの。
○嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
　・高田みんなの広場公園グラウンドゴルフ場の無償化に伴い、本条例を制定するもの。

予　算　額

１. 歳入財源内訳 ２. 歳出性質別内訳

自主財源
   （45.5％）

町　税
1,746,708
　　　　千円
     　  （23.6％）

義務的経費
3,017,647千円
     　  （40.7％）

経常的経費
1,368,238千円
     　  （18.5％）

投資的経費
2,057,499千円
     　  （27.7％）

人権費
729,471千円
     　  （9.8％）

普通建設事業費
2,052,987千円
     　  （27.6％）
災害復旧費
　4,512千円
     　  （0.1％）

扶助費
1,442,176千円
     　  （19.5％）

公債費
846,000千円
      （11.4％）

物件費　　 764,337 千円（10.3％）
維持補修費　65,712 千円（0.9％）
補助費等　 538,189 千円（7.3％）

分担金及び負担金　65,481 千円（0.9％）
使用料及び手数料　54,017 千円（0.7％）
財産収入　3,308 千円（ー）
繰越金　 50,000 千円（0.7％）
諸収入  288,653 千円（3.9％）
寄附金  288,000 千円（3.9％）

積立金　　367,382 千円（5.0％）
投資及び出資金　2,910 千円（ー）
繰出金　　564,566 千円（7.6％）
予備費　　  34,653 千円（0.5％）

地方譲与税　　　　　38,643 千円（0.5%）
利子割交付金 　   　　　460 千円（ー）
配当割交付金　　　     1,818 千円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金　2,748 千円（0.1%）
法人事業税交付金      10,000 千円（0.1%）
地方消費税交付金　 195,624 千円（2.6%）
環境性能割交付金　     2,500 千円（ー）
地方特例交付金　　　17,144 千円（0.2%）
交通安全対策特別交付金　2,052 千円（ー）

国　県支出金
1,726,055千円
     　  （23.3％）

繰入金
872,759
　 千円

（11.8％）

地　方
交付税

858,682
　   千円

　 （11.6％）

　町　債
1,188,243千円

　 （16.0％）

依存財源
   （54.5％）

7,412,895千円
予　算　額

7,412,895千円
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令和３年第１回臨時会　（令和３年１月26日開催）
○令和２年度嘉島町一般会計補正予算（第９号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に400万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を81億 8,302 万６千円とするもの。

○嘉島町放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する条例の制定について
　・嘉島東小学校学童保育施設の建設場所の変更に伴い、本条例を制定するもの。

その他の件
○益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議員の補欠選挙
　・園田 義宣 議員を選出

○嘉島町町道の構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・道路法等の一部改正により、歩行者利便増進道路の指定制度など、道路の安全と効果的な利用のための制
　　度が創設されたことに伴い、本条例を制定するもの。

○熊本都市計画事業芝原土地区画整理事業に伴う字の区域の変更について
　・芝原土地区画整理事業の施行に伴い、従来の字界が原形をとどめなくなったことにより新たな字界を定め
　　る必要があるため。

○嘉島町総合計画基本構想の策定について
　・令和３年度から令和12年度までの10年を計画期間とする第６次嘉島町総合計画基本構想を策定するため。

○令和２年度嘉島町一般会計補正予算（第10号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に１億517万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を82億8,820万５千円とするもの。

○令和２年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額から1,358万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額を11億854万円とするもの。

○令和２年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第４号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に546万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を９億881万３千円とするもの。

○令和２年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に312万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を７億3,537万２千円とするもの。
○令和２年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に70万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億4,198万１千円とするもの。

○令和２年度 嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に300万円を追加し、歳入歳出予算の総額を３億624万３千円とするもの。

○令和３年度 嘉島町一般会計予算
○令和３年度 嘉島町国民健康保険特別会計予算
○令和３年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計予算
○令和３年度 嘉島町介護保険特別会計予算
○令和３年度 嘉島町公共下水道事業特別会計予算
○令和３年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計予算
○令和３年度 嘉島町簡易水道事業会計予算

３月定例会

追加議案　可決した案件
○嘉島町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
　・新型コロナウイルス感染症に感染した被用者に対する傷病手当金の支給が令和３年３月31日から令和３年
　　６月30日まで延長されたことに伴い、本条例を制定するもの。

○令和２年度嘉島町一般会計補正予算（第11号）
　・既定の歳入歳出予算の総額から63万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額を82億8,757万１千円とするもの。
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園田　義宣議員

問
児
童
生
徒
に
貸
与
さ
れ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
は
、
学

校
内
の
使
用
に
限
定
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
文
部
科
学
省
が
２
０
２
４
年
に

本
格
導
入
を
目
指
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
に
な
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
頻
度
が
高
く
な
り
、
例
え
ば
会
員
制
交

流
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
適
切

に
利
用
す
る
力
を
ど
の
よ
う
に
育
む
方
針

か
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
る
体
の
安
全
に
つ
い

て
は
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
と
電
磁
波
過
敏
症

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
長
期

的
な
使
用
で
、
眼
精
疲
労
や
、
ド
ラ
イ
ア

イ
、
睡
眠
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
電
磁
波
過
敏
症
に
つ
い
て
は
、
W
H
O

は
２
０
０
５
年
の
レ
ポ
ー
ト
で
、
電
磁
波

と
健
康
障
害
を
結
び
つ
け
る
科
学
的
な

証
拠
は
な
い
も
の
の
、
人
に
よ
っ
て
異
な

る
多
様
な
症
状
が
発
生
し
、
電
磁
波
の
影

響
を
受
け
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
問
題
に
な
り
得
る

と
報
告
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

２
０
１
５
年
に
保
育
園
で
の
W
i
ー
F
i
使

用
禁
止
、
小
学
校
で
授
業
に
使
わ
な
い
時

に
は
W
i
ー
F
i
の
電
源
を
切
る
こ
と
を

義
務
化
し
ま
し
た
。
電
磁
波
過
敏
症
の
有

症
率
は
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
症

し
た
場
合
、
学
校
で
の
居
場
所
が
な
く
な

り
、
教
育
を
受
け
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
る

恐
れ
が
で
て
き
ま
す
が
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答� （
学
校
教
育
課
長
）

　　

近
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
急
速

な
普
及
に
伴
い
、
無
料
通
話
ア
プ
リ
や

S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
）
等
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、そ
れ
に

伴
い
ネ
ッ
ト
依
存
、
S
N
S
上
の
ト
ラ
ブ

園田　義宣 議員

▪�

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る

　 

児
童
生
徒
の
安
全
対
策
は

ル
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
詐
欺
等
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
P
T
A
や
町

教
委
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒

が
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
な
授
業
で
の
指
導
や
教
職
員
へ

の
研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
状
況
等

を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
確
認
す
る
と
共

に
、
適
切
な
利
用
形
態
に
つ
い
て
の
取
り

決
め
や
家
庭
に
お
け
る
利
用
ル
ー
ル
を
設

け
て
実
施
す
る
旨
を
保
護
者
に
依
頼
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
導
入
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、

今
後
、
長
期
の
臨
時
休
校
等
が
な
い
限

り
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
は
想
定
し
て
お
ら

ず
、
あ
く
ま
で
学
校
の
授
業
を
補
完
す
る

利
用
を
計
画
し
て
お
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
接
続
に
つ
い
て
も
、一
般
的
な
S
N
S

や
有
害
サ
イ
ト
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限

す
る
予
定
で
す
。

　

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
対
策
に
つ
い
て
は
、
現

状
の
対
策
基
準
に
対
応
し
た
機
種
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お

り
使
用
頻
度
と
し
て
は
す
べ
て
の
授
業
で

使
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
長
時
間
使
用
し

続
け
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
電
磁
波
過
敏
症
に
つ
い
て
は
、
科
学
的

な
健
康
被
害
と
し
て
は
立
証
が
な
く
対
策

と
し
て
は
、
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
先

ほ
ど
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
対
策
と
同
様
に
、

児
童
生
徒
の
健
康
観
察
や
利
用
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
長
時
間
の
使
用
と
な
ら
な

い
よ
う
連
続
利
用
時
間
の
制
限
や
休
止
時

間
の
設
定
等
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
機
器
の
使
い
方
に
つ
い

て
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
家
庭
で
の

使
い
方
に
つ
い
て
も
、ル
ー
ル
を
決
め
て
適

切
に
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
、
保
護
者
に
も
協
力
を
求
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

( 授業で使用するタブレット端末 )
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園田　義宣議員

問
国
に
お
い
て
は
、
東
京
一
極
集
中

を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
日
本
全
体
の
活
力
を
上

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
地
方
創
生
が

強
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、「
地
方
版
総

合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
施
策
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
は
情
報

支
援
・
人
材
支
援
・
財
政
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
嘉
島
町
で
は
、
総
合
戦
略
の
期
間
を
平

成
27
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
６
年

間
を
第
１
期
計
画
期
間
と
し
、「
し
ご
と

づ
く
り
」「
ひ
と
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
現
す
る
視
点
か
ら
、
第
５
次
嘉
島
町

総
合
計
画
の
中
の
一
定
分
野
に
特
化
し
た

具
体
的
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
第
１
期
計
画
期
間
の
総
括
と
し
て

ど
の
よ
う
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
、
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
客
観
的
な
検
証
結

果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答� （
企
画
情
報
課
長
）

　　
本
町
は
、
平
成
27
年
11
月
に
【
嘉
島
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
】
を
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
を
計
画
期
間
と

し
て
策
定
し
、
昨
年
度
に
は
計
画
期
間
を

令
和
2
年
度
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

　
戦
略
内
容
は
、
人
口
の
将
来
展
望
で
あ

る
「
2
0
4
0
年
に
30
代
40
代
の
社
会
減

が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
」
、「
合
計
特
殊
出
生

率
を
2
0
3
0
年
ま
で
に
2.0
、
2
0
4
0

年
か
ら
先
は
2.1
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
」
の

2
つ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
「
産
業

の
振
興
と
雇
用
の
創
出
」
、「
新
し
い
人
の

流
れ
に
よ
る
定
住
促
進
」
、「
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

環
境
づ
く
り
」
の
３
つ
を
政
策
目
標
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、
ま
ず
地
元

採
用
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
計

画
の
平
成
31
年
度
目
標
値
累
計
50
人
を
計

画
期
間
の
1
年
延
長
に
伴
い
、
令
和
2
年

度
は
累
計
60
人
と
10
人
多
く
設
定
し
て
お

増岡　　司 議員

▪�

「
嘉
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
創
生
総
合
戦
略
」
の
進
捗
と
成
果
は

り
、
令
和
元
年
度
ま
で
の
実
績
値
は
5
年

間
で
採
用
者
数
53
人
、
当
初
の
計
画
で
あ

れ
ば
達
成
率
1
0
6
％
、
変
更
後
の
計
画

で
の
達
成
率
は
約
88
％
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
整
備
地
へ
の
新
規
転
入

者
数
に
つ
き
ま
し
て
も
、
施
策
目
標
値
を

平
成
31
年
度
ま
で
に
累
計
2
0
0
人
、
令

和
２
年
度
ま
で
に
3
0
0
人
と
し
て
お
り
、

令
和
元
年
度
ま
で
の
実
績
で
は
2
5
6

人
で
あ
り
達
成
率
1
2
8
％
と
な
り
ま
す

が
、
変
更
後
達
成
率
は
約
85
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
出
生
数
及
び
婚
姻
数
に
つ
い

て
は
目
標
値
に
対
す
る
達
成
率
が
そ
れ
ぞ

れ
81
％
、
53
％
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
目
標

ご
と
に
目
標
値
を
設
定
し
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
審
議
会
」に
お
い
て
、
毎
年
、

効
果
を
検
証
い
た
だ
い
て
お
り
、
全
体
と

し
て
は
、あ
る
程
度
の
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
補

正
予
算
で
あ
る
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
交
付
金
を
活
用
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
事
業
」
を
は
じ
め
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
で
は
「
嘉
島
町
総
合
戦
略

策
定
事
業
、
嘉
島
東
部
台
地
宅
地
開
発
宣

伝
事
業
、
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
助
成
事

業
」
を
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
・
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
に
つ
い
て
は
、「
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
制
作
や
空
き
家
バ
ン

ク
の
シ
ス
テ
ム
整
備
、
移
住
定
住
促
進
の

パ
ン
フ
作
成
」、平
成
28
年
度
補
正
の
地
方

創
生
拠
点
整
備
交
付
金
で
は
、「
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
整
備
」事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
が
、
本
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
、
現
在
次
期
計
画
の
作
成
に
あ

た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、町
民
の
皆
様
方
を
は
じ

め
企
業
や
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

( 嘉島町ふれあいセンターイースト ) ( 子育て支援センター )
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▪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
は

▪
矢
形
川
の
治
水
対
策
は

▪
防
火
水
槽
の
設
置
状
況
と
今
後
の
整
備
は

鍋田　　平 議員

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
人
員
、
接

種
実
施
医
療
機
関
等
の
確
保
、
接
種
会

場
、
接
種
方
式
等
が
必
要
と
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
町
の
実
施
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
（
町
民
課
長
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
等
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
方
々
に

は
、
個
別
に
お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。
接

種
方
法
と
し
て
、
集
団
接
種
と
個
別
接
種

の
併
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

集
団
接
種
会
場
を
町
民
体
育
館
、
個
別

接
種
に
関
し
ま
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
具
体

的
な
病
院
、
診
療
所
等
の
決
定
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
集
団
接
種
体
制
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
去
る
２
月
18
日
に
開
催
し
ま
し

た
、
町
医
療
協
力
機
関
連
携
協
議
会
に
お

い
て
、
接
種
日
を
木
曜
の
午
後
、
土
曜

日
、
日
曜
日
の
午
前
・
午
後
と
し
、
町
内

医
療
機
関
等
の
協
力
に
よ
る
接
種
チ
ー
ム

「
医
師
」、「
看
護
師
」、「
薬
剤
師
」等
の
３

名
を
基
本
と
し
た
体
制
に
よ
り
、
接
種
日

毎
に
２
班
編
成
し
、
接
種
を
進
め
る
計
画

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

前
・
接
種
後
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
人
員

配
置
を
行
い
ま
す
。

今
後
も
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
が
図

ら
れ
る
事
を
目も
く
と途
に
、
町
内
医
療
機
関
等

と
更
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
準

備
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

矢
形
川
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
河

川
管
理
者
の
熊
本
県
に
お
い
て
、

嘉
島
町
の
要
望
を
受
け
支
障
木
の
伐
採
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
激
甚
な
水
害
や
気
候

変
動
に
よ
る
水
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
経
年
的
な
堆
積

土
砂
等
の
撤
去
や
河
床
掘
削
な
ど
の
計
画

が
あ
る
の
か
。

答 （
建
設
課
長
）

 

矢
形
川
に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者
で

あ
る
熊
本
県
に
お
い
て
、
嘉
島
町
の
要
望

を
受
け
、
昨
年
度
に
支
障
木
や
土
砂
の
堆

積
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
実
施
さ

れ
、
支
障
木
に
つ
い
て
は
優
先
順
位
を
考

慮
し
な
が
ら
、
昨
年
出
水
期
ま
で
に
伐
採

を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
災
害
の
未

然
防
止
の
た
め
、
流
下
能
力
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
即
効
性

の
あ
る
対
策
と
し
て
、
調
査
結
果
に
基
づ

き
支
障
木
の
伐
採
撤
去
や
堆
積
土
砂
の
撤

去
工
事
を
順
次
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
河
床
掘
削
に
つ
い
て
は
、
上
下

流
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
熊
本
県
は
国
土
交
通
省
が
下
流

の
加
勢
川
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
整
備

状
況
を
注
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
は
熊
本
県
に
対
し
て
、
矢
形

川
の
流
下
能
力
向
上
の
た
め
、
継
続
的
に

支
障
木
の
伐
採
や
堆
積
土
砂
撤
去
等
の
要

望
を
し
て
参
り
ま
す
。

問 

宮
城
県
と
福
島
県
で
震
度
６
強
の

揺
れ
を
観
測
し
た
地
震
は
、
東
日

本
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
巨
大
地
震
の

余
震
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
火
災
に
は
防
火
水
槽
の
有

無
が
、
火
災
被
害
を
食
い
止
め
る
有
効
な

手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
嘉
島
町
地
域
防
災
計
画
の
中
に
、
震
災

時
に
お
い
て
、
消
防
水
利
や
飲
用
水
用
に

有
効
な
耐
震
性
貯
水
槽
を
、
計
画
的
に
設

置
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
内
の
防
火

水
槽
の
設
置
状
況
と
今
後
の
整
備
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

　
現
在
、
町
で
管
理
し
て
い
る
防
火
水
槽

は
民
間
開
発
等
で
設
置
さ
れ
た
物
も
含

め
、
約
40
基
あ
り
、
防
火
栓
80
基
と
合
わ

せ
て
町
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
防
火
水
槽
に
つ
い
て
は
、
防
火

栓
と
比
較
し
て
建
設
コ
ス
ト
が
２
倍
以
上

か
か
り
放
水
時
間
も
限
り
が
有
る
こ
と
か

ら
、
平
成
21
年
度
以
降
は
防
火
栓
を
主
に

整
備
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
防
災
計
画
に
記
載
の
耐
震
性
貯
水

槽
は
、
飲
用
水
用
と
し
て
は
上
水
道
の
整

備
を
前
提
と
し
て
お
り
、
町
内
の
水
道
整

備
区
域
で
あ
る
東
部
台
地
は
防
災
対
策
と

し
て
消
火
栓
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
料
水
は
備
蓄
品
や
サ
ン
ト

リ
ー
と
の
災
害
協
定
に
基
づ
く
供
給
、
お

よ
び
生
活
用
水
に
は
防
火
栓
か
ら
給
水
ポ

ン
プ
に
よ
る
給
水
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
設
は
前
に

述
べ
ま
し
た
よ
う
に
防
火
栓
を
主
体
と
し
て

整
備
を
進
め
、
将
来
、
防
火
水
槽
が
老
朽
化

に
よ
り
更
新
が
必
要
と
な
る
場
合
、
多
機
能

な
防
火
水
槽
で
あ
る
耐
震
性
貯
水
槽
も
含

め
た
選
択
肢
の
中
か
ら
、
機
能
面
や
費
用
面

を
考
慮
し
整
備
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
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上益城広域連合（清﨑議員・増岡議員）

令和３年第１回定例会（令和３年２月24日開催）議会報告

議会報告

議会報告

上益城消防組合議会 (境野議員・川野議員）
令和３年第１回定例会（令和３年２月15日開催）

　 ６議案が提案され、原案のとおり可決しました。また、監査委員（議会選出）に、田上 忍氏（御船町
　 議会議員）が選任されました。

・上益城消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合事務に関する手数料条例の一部を改正する条例の制定について
・令和２年度上益城消防組合一般会計補正予算（第４号）について
・令和３年度上益城消防組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移

専決処分の報告を含む７議案が提案され、原案のとおり承認・可決しました。
・一般廃棄物処理施設整備事業予定地の一部変更取得について
・上益城広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合広域計画の変更について
・令和２年度上益城広域連合一般会計補正予算（第１号）について
・令和３年度上益城広域連合一般会計予算について
・各町の負担金の推移

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・満田議員）

令和３年第１回定例会（令和３年２月25日開催）

２議案が提案され、原案のとおり可決しました。
・令和２年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第３号）について
・令和３年度御船地区衛生施設組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移 

(単位：千円)

 町　　 名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 計
 令和２年度負担金 27,433 54,321 55,240 41,056 178,050
 令和３年度負担金 26,288 54,205 50,642 35,925 167,060

 町　　 名 嘉島町 御船町 甲佐町 山都町 計
 令和２年度負担金 136,595 233,961 165,689 286,317 822,562
 令和３年度負担金 133,028 269,456 158,147 243,311 803,942

(単位：千円)

議会報告

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（鍋田議員）

令和３年第１回定例会（令和３年２月22日開催）
　 ２議案が提案され、原案のとおり可決しました。また、副議長に、宮田 勝則氏（西原村議会議員）
    監査委員（議会選出）に、西口 義充氏（西原村議会議員）が選任されました。
　 ・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について

・令和３年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移 

(単位：千円）

 町　　　名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 山都町 計
 令和２年度負担金 19,629 25,334 21,166 35,286 25,368 126,783
 令和３年度負担金 17,805 22,441 19,180 29,975 22,589 111,990

 町　　名 嘉島町 益城町 西原村 計
 令和２年度負担金 92,119 222,643 76,718 391,400
 令和３年度負担金 96,969 232,685 79,636 409,290

(単位：千円)

一部事務組合議会報告

一 部 事 務 組 合

総務常任委員会

◎森田　義雄  　　清﨑　輝昭
○園田　義宣  　　中津　芳春

森下 文夫議員（59歳）
所属：経済厚生常任委員会

中津 芳春議員（70歳）
所属：総務常任委員会

◎川野　伸一　　  鍋田　　平
○増岡　　司  　　森下　文夫

◎境野　隆文　  　春日　堅一
○満田　和浩

清﨑　輝昭　  　増岡　　司

◎川野　伸一　  　境野　隆文
○園田　義宣  　　増岡　　司
　森田　義雄  　　満田　和浩

◎鍋田　　平  　　境野　隆文
○森田　義雄  　　川野　伸一

経済厚生常任委員会

建設常任委員会

境野　隆文　  
川野　伸一

鍋田　　平
園田　義宣

森田　義雄　  
満田　和浩

議会運営委員会

広報特別委員会

上益城消防組合 益城、嘉島、西原環境衛生施設組合 御船地区衛生施設組合

上益城広域連合議会議員

清﨑　輝昭
（◎：委員長　○：副委員長）

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員

（※主たる所管　総務課・企画情報課・税務課・会計室・教育委員会） （※主たる所管　議会の運営・会議規則・委員会の条例）

（※主たる所管　農政課・農業委員会・福祉課・町民保険課） （※主たる所管　議会広報について調査、編集）

（※主たる所管　建設課・都市計画課） （※主たる所管　上益城郡（５町）の事務事業　嘉島町・御船町・益城町・甲佐町・山都町）

※嘉島町・御船町・甲佐町・山都町
　４町で運営する組合

※嘉島町・益城町・西原村
　３町村で運営する組合

※嘉島町・御船町・益城町・甲佐町
　４町で運営する組合

補欠選挙で２名の議員が当選されました
　嘉島町議会議員の２名が欠員となっていたことに伴い、去る４月11日に実施され
た補欠選挙において、中津 芳春氏と森下 文夫氏が当選されました。

委員会等の構成 第38号嘉島町議会だより
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上益城広域連合（清﨑議員・増岡議員）

令和３年第１回定例会（令和３年２月24日開催）議会報告

議会報告

議会報告

上益城消防組合議会 (境野議員・川野議員）
令和３年第１回定例会（令和３年２月15日開催）

　 ６議案が提案され、原案のとおり可決しました。また、監査委員（議会選出）に、田上 忍氏（御船町
　 議会議員）が選任されました。

・上益城消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合事務に関する手数料条例の一部を改正する条例の制定について
・令和２年度上益城消防組合一般会計補正予算（第４号）について
・令和３年度上益城消防組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移

専決処分の報告を含む７議案が提案され、原案のとおり承認・可決しました。
・一般廃棄物処理施設整備事業予定地の一部変更取得について
・上益城広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合広域計画の変更について
・令和２年度上益城広域連合一般会計補正予算（第１号）について
・令和３年度上益城広域連合一般会計予算について
・各町の負担金の推移

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・満田議員）

令和３年第１回定例会（令和３年２月25日開催）

２議案が提案され、原案のとおり可決しました。
・令和２年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第３号）について
・令和３年度御船地区衛生施設組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移 

(単位：千円)

 町　　 名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 計
 令和２年度負担金 27,433 54,321 55,240 41,056 178,050
 令和３年度負担金 26,288 54,205 50,642 35,925 167,060

 町　　 名 嘉島町 御船町 甲佐町 山都町 計
 令和２年度負担金 136,595 233,961 165,689 286,317 822,562
 令和３年度負担金 133,028 269,456 158,147 243,311 803,942

(単位：千円)

議会報告

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（鍋田議員）

令和３年第１回定例会（令和３年２月22日開催）
　 ２議案が提案され、原案のとおり可決しました。また、副議長に、宮田 勝則氏（西原村議会議員）
    監査委員（議会選出）に、西口 義充氏（西原村議会議員）が選任されました。
　 ・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について

・令和３年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移 

(単位：千円）

 町　　　名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 山都町 計
 令和２年度負担金 19,629 25,334 21,166 35,286 25,368 126,783
 令和３年度負担金 17,805 22,441 19,180 29,975 22,589 111,990

 町　　名 嘉島町 益城町 西原村 計
 令和２年度負担金 92,119 222,643 76,718 391,400
 令和３年度負担金 96,969 232,685 79,636 409,290

(単位：千円)

一部事務組合議会報告

一 部 事 務 組 合

総務常任委員会

◎森田　義雄  　　清﨑　輝昭
○園田　義宣  　　中津　芳春

森下 文夫議員（59歳）
所属：経済厚生常任委員会

中津 芳春議員（70歳）
所属：総務常任委員会

◎川野　伸一　　  鍋田　　平
○増岡　　司  　　森下　文夫

◎境野　隆文　  　春日　堅一
○満田　和浩

清﨑　輝昭　  　増岡　　司

◎川野　伸一　  　境野　隆文
○園田　義宣  　　増岡　　司
　森田　義雄  　　満田　和浩

◎鍋田　　平  　　境野　隆文
○森田　義雄  　　川野　伸一

経済厚生常任委員会

建設常任委員会

境野　隆文　  
川野　伸一

鍋田　　平
園田　義宣

森田　義雄　  
満田　和浩

議会運営委員会

広報特別委員会

上益城消防組合 益城、嘉島、西原環境衛生施設組合 御船地区衛生施設組合

上益城広域連合議会議員

清﨑　輝昭
（◎：委員長　○：副委員長）

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員

（※主たる所管　総務課・企画情報課・税務課・会計室・教育委員会） （※主たる所管　議会の運営・会議規則・委員会の条例）

（※主たる所管　農政課・農業委員会・福祉課・町民保険課） （※主たる所管　議会広報について調査、編集）

（※主たる所管　建設課・都市計画課） （※主たる所管　上益城郡（５町）の事務事業　嘉島町・御船町・益城町・甲佐町・山都町）

※嘉島町・御船町・甲佐町・山都町
　４町で運営する組合

※嘉島町・益城町・西原村
　３町村で運営する組合

※嘉島町・御船町・益城町・甲佐町
　４町で運営する組合

補欠選挙で２名の議員が当選されました
　嘉島町議会議員の２名が欠員となっていたことに伴い、去る４月11日に実施され
た補欠選挙において、中津 芳春氏と森下 文夫氏が当選されました。

第38号 嘉島町議会だより

9



月　　日 項　　　　目 場　所　等
1月10日 嘉島町成人式（清㟢議長） 嘉島町民会館
1月15日 上益城郡町村議会議長定例会（清㟢議長） 甲佐町
1月20日 例月現金出納検査（春日議選監査委員）　 監査委員室

1月25日 第３回嘉島町高齢者保健福祉計画、
介護保険事業計画策定委員会（木下） 役場会議室

1月26日 令和３年第1回嘉島町議会臨時会・全員協議会 議場・議員控室

2月10日 令和3年第1回熊本県後期高齢者医療広域
連合議会定例会（清㟢議長） 自治会館

2月15日 令和３年第1回上益城消防組合議会定例会
（境野、川野） 組合会議室

2月18日 嘉島町都市計画審議会（清㟢議長、森田、境野） 役場庁議室

2月19日 熊本県町村議会議長会第71回定期総会（清
㟢議長）

ホテル熊本
テルサ

2月19日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室
2月19日 議会運営委員会 役場庁議室

2月22日 令和３年第１回益城、嘉島、西原環境衛生施
設組合議会定例会（鍋田） 組合会議室

2月24日 令和３年第１回上益城広域連合議会定例会
（清㟢議長、増岡） 福祉センター

2月24日 嘉島町総合計画審議会（清㟢議長、鍋田副議
長、森田、境野） 役場会議室

月　　日 項　　　　目 場　所　等

2月25日 令和３年第１回御船地区衛生施設組合議会
定例会（森田、満田） 組合事務所

2月25日 嘉島町営住宅入居者審査会（清㟢議長） 役場庁議室

2月25日 嘉島町国民健康保険事業の運営に関する協
議会（川野、増岡） 役場会議室

3月  4日 嘉島町総合計画審議会（清㟢議長、鍋田副議
長、森田、境野） 役場会議室

3月  4日 嘉島町青少年団体育成補助金交付審査会
（清㟢議長） 役場会議室

3月  5日
～   9日

令和３年第１回嘉島町議会定例会・
全員協議会

議場・議員
控室

3月  9日 東部台地土地区画整理審査会（森田） 役場会議室

3月10日 第２回嘉島町男女共同参画社会推進懇話
会（森田） 役場庁議室

3月12日 嘉島町ごみ問題対策実行委員会（清㟢議長） 役場会議室
3月19日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

3月22日 嘉島町まち・ひと・しごと創生総合戦略審
議会（清㟢議長） 役場会議室

3月23日
熊本県町村監査委員協議会第28回定期総
会及び第２回監査委員研修会（春日議選監
査委員）

自治会館

木
下
徹
議
員（
72
歳
）が

２
月
21
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

みんなのフォトコーナー

( 緑川河川敷 )今年も元気に泳ぐこいのぼり(上六嘉公民館 )

みなさんからの写真を募集しています

主な議会活動 （令和３年１月から３月まで）

第38号嘉島町議会だより
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再生紙を使用しています。

平
成
28
年
熊
本
地
震

の
発
生
か
ら
５
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
完
全
と

は
言
え
ず
と
も
、
復
旧
・

復
興
に
一
区
切
り
つ
い

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
７

月
豪
雨
で
は
、
氾
濫
し

た
球
磨
川
流
域
で
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

災
害
は
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

よ
り
強
固
に
し
て
、
防

災
力
を
向
上
さ
せ
、
安

全
・
安
心
な
町
づ
く
り

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

災
害
の
な
い
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
増
岡
）

編
　
集
　
後
　
記

※次の議会は、
　６月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、
どなたでも傍聴できます。
お問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）
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